
【学力向上フロンティアスクール用中間報告書様式 （小学校用）】

都道府県名 福 岡 県

Ⅰ 学校の概要（平成１５年４月現在）

学校名 大木町立大溝小学校

学 年 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 特殊学級 計 教員数

学級数 ２ ２ ２ ２ ２ ２ １ １３
２４

児童数 ６０ ７８ ６３ ６０ ７９ ６５ ４ ４０９

Ⅱ 研究の概要
１．研究主題

わかる・できる喜びを実感する子どもを育てる学習指導

２．研究内容と方法
( ) 実施学年・教科1

○ １年生、２年生、６年生・国語
「書くこと ・ 言語事項」の領域における基礎・基本の定着を児童に図り、」「
学力を向上させる補充的及び発展的な学習を開発するため

○ １年生、２年生、３年生、４年生、５年生・算数科
児童の習熟の程度度に応じた指導がしやすい教科であり、個の学力に対す

る評価に応じた指導を工夫改善するため
○ ３年生、４年生、５年生、６年生･理科

理科の学年目標に応じて、児童が感じ、考え、実感する補充的な学習及び
発展的な学習を開発するため

( ) 年次ごとの計画2

○ テーマ： ～評価規準を活用した授業づくり～
○ 研究の見通し

平 国語科・算数科・理科において、指導内容を明確にし、評価規準をもとに
成 １単位時間の形成的評価を行って指導との一体化を図れば、一人一人が確

、 。14 かな学力を身につけ わかる・できる喜びを実感する子供が育つであろう
年 ○ 研究内容・方法
度 ・子供が身につける国語科・算数科・理科の基礎・基本を明確にし、その

深まり、高まりに応じた単元を構成し、実践することを通して、その定
着と達成感を検証する。
・国語科･算数科･理科の基礎・基本を明確にした、段階的な単元の指導計
画及び各時間の評価規準を作成して１単位時間を基本に形成的評価を行
い、評価と指導の一体化を図る。

・発展的及び補充的な学習など個に応じた指導のための教材開発を行う。
・少人数やＴＴ、教科担任制等個に応じた指導のための指導体制の工夫改
善を行う。

○ テーマ： ～評価活動を活用した授業づくり～
○ 研究の見通し

平 指導内容を明確にした評価規準をもとに、子供の主体的な自己評価と教師
成 の形成的評価を行い、教材の開発、学習活動の工夫、学習形態といった指

導方法やＴＴなどの指導体制を工夫し、評価と指導の一体化を行えば、子15 .
年 供一人一人が確かな学力を身につけ、わかる・できる喜びを実感するであ
度 ろう。

○ 研究の内容・方法
１ 指導内容の明確化
( ) 教科の基礎・基本の分析と評価規準の作成1
( ) 補充的な学習・発展的な学習のねらい2



【補充的な学習のねらい】
・定着…基礎・基本の学習内容を習得すること
・強化…基礎・基本の学習内容を確実に習得すること

【発展的な学習のねらい】
・拡張…基礎・基本の内容をさらに量的に広げた視点で学習し、

基礎・基本の内容を習得すること
・深化…基礎・基本の内容をさらに質的に深めた視点で学習し、

基礎・基本の内容を習得すること
・転移…基礎・基本の内容を活用して学習し、基礎・基本の内容を

習得すること
２ 指導方法・体制の工夫
( ) 形成的評価を生かした個に応じた指導の改善1
①個のつまずきに応じた定着、強化のための学習活動づくり
②個の学力をより向上させる拡張、深化、転移の学習活動づくり

( ) 補充的な学習・発展的な学習における活動2
① 補充的な学習における活動
・定着のために…「具体化する」活動
・強化のために…「くり返す」活動

② 発展的な学習における活動
・拡張のために……対象を「ふやす」活動
・深化のために……内容を「くわしくする」活動
・転移のために……内容を「生かす」活動

( ) 補充的な学習・発展的な学習への子供の主体的な自己評価過程3

子供： 補充的な
基礎 学 習
基本 自己表出 自 己 自 己
の習得 活 動 点 検 決 定
の学習 発展的な

情報 コース説明 学 習KR

教師： 形成的評価 ガイダンス

＊ 平成 年度の研究実践後に、教師及び子供の評価活動を明確にする必14
要が生じたため、テーマを上記の通り変更した。

平 ○ テーマ：～個の資質能力に応じた補充的・発展的な学習活動を通して～
成 ○ 研究の見通し

国語科・算数科・理科において、指導内容を明確化にし、個の資質能力に16
、 、年 応じた指導方法・体制の工夫を行えば 一人一人が確かな学力を身につけ

度 わかる・できる喜びを 実感する子供が育つであろう。
○ 研究の内容・方法
・子供が身につける国語科・算数科・理科の指導内容を明確にし、個の資
質能力に応じた補充的な学習及び発展的な学習活動を開発する。

・子供の課題、方法、習熟度に応じた指導体制の工夫を明らかにする。

( ) 研究推進体制3

○研究推進委員会〔校長・教頭・教務・少人数支援担当・校内研究担当・
国語部、算数部、理科部各代表〕

・国語科研究部 ・算数科研究部 ・理科研究部

Ⅲ 平成１５年度の研究の成果及び今後の課題
１．研究の成果

○成 果
【児童の学力状況より】
・国語においては、子供の書く能力や言語事項の学力の伸びが認められる。



・算数においては、子供の量の意味、図形の性質などの知識・理解、数と計算
の表現・処理の学力の向上が認められる。
・昨年度末の算数科の学力検査におけるＡ基準到達の児童数の割合は、全校児
童の約７４％である。
・理科においては、子供の見通しを持ち、筋道を立てて考える力や、自然事象
の変化の共通性や量的関係の知識・理解、観察や実験の技能の学力の伸びが
認められる。

【児童向けアンケート結果より】
・ 学習がよくわかる、わかる」と回答した児童の割合は、９０％と高い。「
（前年比＋１ポイント）

・ 進んで学習している」という児童が、全校児童の８３ である。「 %
（前年比＋１ポイント）
以上のことから、評価規準を基に評価活動を位置づけて、補充的及び発展的

な学習を行ったことは、子供の学力の向上に有効であったと考えられる。

２．今後の課題

児童向けアンケート結果より 「学習において分かるまで考え・調べる」がで、
きていない児童は、全校の２６ である。その理由として、学習活動が個に応じ%
ていなかったり、個の学習方法が十分に身に付いてなかったことが考えられる。
このことから、個の資質・能力に応じた補充・発展学習の教材の開発が課題で

ある。

Ⅳ 学力等把握のための学校としての取組

○年１回行う、教科の学力診断検査（平成１６年２月５、６日に予定）
（国語科・算数科は全学年、社会科・理科は第３～第６学年児童に実施）

○学習意欲等に関する児童の意識調査（平成１６年３月上旬に実施予定）
○家庭における児童の学習状況の調査（保護者対象）

Ⅴ フロンティアスクールとしての研究成果の普及

○ 実践交流会の開催
14:00 16:50・日 時 平成１５年１０月２９日（水） ～

・場 所 大木町立大溝小学校
・テーマ 「わかる・できる喜びを実感する子供を育てる学習指導」

～評価活動を活用した授業づくり～
・対 象 福岡県教育庁南筑後教育事務所管内各小中学校教員
・内 容 全学年学級の授業公開、教科別分科会の実施

○ 研究成果普及のためのパンフレット作成し、管内小学校へ配布済み
○ 本校フロンティアティーチャーによる研究成果普及のための管内他小学校へ
訪問、説明会を本年度第３学期に実施予定

○ 確かな学力向上のための実践事例集作成
○ 研究成果普及のためのホームページ開設（ ）www10.ocn.ne.jp/~oomizo/

◇ 次の項目ごとに、該当する箇所をチェックすること （複数チェック可）。

【新規校・継続校】 １５年度からの新規校 １４年度からの継続校レ

【学校規模】 ６学級以下 ７～１２学級
１３～１８学級 １９～２４学級レ
２５学級以上

【指導体制】 少人数指導 Ｔ．Ｔによる指導レ レ
一部教科担任制 その他レ

【研究教科】 国語 社会 算数 理科レ レ レ
生活 音楽 図画工作 家庭
体育 その他

【指導方法の工夫改善に関わる加配の有無】 有 無レ
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